
豊予海峡ルートにおける道路トンネルの検討結果について
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○ 【これまでの経緯】
旧鉄建公団調査の地質調査結果について、今後の基礎資料として引き続き使用可能であると判断。
この結果を踏まえ、トンネルの工法選定や概算事業費の算定を実施。

〇 【R7トンネル工法検討：委託先 パシフィックコンサルタンツ（株） 】
国内において、事例の少ない長大トンネルとなるため、類似条件下で施工された海底トンネルである《青函トンネル》を調査。
豊予海峡ルートおいても、青函トンネルと同じ山岳工法を採用し、施工方法や安全確保についても、同トンネルを参考に検討。

主な用途
金額

トンネルの
種類 供用後工事中

車が通る部分－6,200億円本 坑

排水、換気、通路（保守）地質・湧水状況の調査1,600億円先進導坑

排水、換気、通路（保守・避難）工事用通路1,500億円作 業 坑

○ 各トンネルの金額と主な用途



海峡部（トンネル） 9,300億円

豊予海峡ルート（道路）概算事業費

【概算事業費算出】
・海峡部（トンネル）

積み上げ計上 国土交通省公表資料等を参考

・陸上部（大分県側）
九州中央自動車道（蘇陽～高千穂）の事業費を参考

・陸上部（愛媛県側）
中九州横断道路（滝室坂道路）の事業費を参考

《陸上部》 5,900億円

うち 大分県側 1,000億円

うち 愛媛県側 4,900億円
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